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午後４時１９分 開会 

○五十嵐課長補佐 定刻より早いですが、ただいまから令和３年度獣医事審議会第１回計

画部会を開催いたします。 

 本日の計画部会につきましては２点、１点目につきましては、獣医師法第22条の規定に

基づく届出結果についての報告、また２点目につきましては、国の基本方針や都道府県の

フォローアップのため、調査に御対応いただいた委員の先生方に岩手県及び熊本県におけ

る獣医療計画の取組状況に係る現地調査の結果を御報告していただくことになっておりま

す。 

 それではこれより先の議事進行につきましては、砂原部会長にお願いしたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○砂原計画部会長 本日の議事進行を務めます砂原でございます。よろしくお願いをいた

します。 

 まず初めに、畜水産安全管理課長から御挨拶がございます。よろしくお願いします。 

○郷畜水産安全管理課長 畜水産安全管理課長の郷でございます。 

 令和３年度獣医事審議会第１回計画部会の開催に当たりまして、一言御挨拶申し上げま

す。座って失礼いたします。 

 委員の皆様方におかれましては、御多忙中にもかかわらず獣医事審議会計画部会にお集

まりいただきまして、誠にありがとうございます。また、常日頃から獣医事行政の推進に

多大なる御理解、御協力を頂き、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

 令和２年５月に策定いたしました獣医療を提供する体制の整備を図るための基本方針、

これにつきましては、この１年６か月の間に合計８回の計画部会で御審議を頂きまして確

定することができました。 

 委員の皆様方におかれましては、改めてそれまでの御協力に御礼を申し上げます。 

 基本方針におきましては、国及び都道府県は、基本方針及び都道府県計画の実現のため

に取組状況の定期的なフォローアップを行うということになってございます。 

 本日の計画部会では、昨年11月に高橋委員、長田委員に岩手県へ、酒井委員、狩野委員

に熊本県へ、それぞれ現地調査を行っていただきました。その概要を本日御報告いただく

こととしております。 

 また、獣医師法に定められている獣医師の２年ごとの届出につきまして、令和２年12月

現在の直近の届出結果が取りまとめられましたので、事務局より併せて御報告させていた
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だきたいと思います。 

 各委員の皆様方には、活発に御審議を頂くことをお願い申し上げまして、簡単ではござ

いますが、私の御挨拶とさせていただきます。 

 本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

○砂原計画部会長 どうもありがとうございました。 

 それでは、委員の出欠状況につきまして、御報告をお願いしたいと思います。 

○五十嵐課長補佐 御報告申し上げます。 

 獣医事審議会計画部会は委員15名、臨時委員５名の合計20名となってございます。本日

は須藤委員、束村委員、大屋臨時委員より御欠席の御連絡を頂いております。出席が17名

となってございます。また、４名の委員につきましてはオンラインで御参加いただいてい

る状況でございます。獣医事審議会令第５条に定める定員数の過半数を充足していること

を御報告いたします。 

○砂原計画部会長 それでは、次に配付資料の確認をお願いしたいと思います。 

○五十嵐課長補佐 資料につきましては、配付資料一覧、座席表、議事次第、獣医事審議

会計画部会委員・臨時委員名簿、資料の１、こちらが獣医師法第22条の届出状況等につい

てのものになります。資料の２、基本方針及び都道府県計画についてというものになりま

す。資料の３、岩手県現地調査概要、資料の４、熊本県現地調査概要、最後に参考資料と

しまして、獣医療を提供する体制の整備を図るための基本方針の資料を御用意してござい

ます。 

 資料の不足等ございましたら、事務局までお申しつけください。 

 以上でございます。 

○砂原計画部会長 それでは、議事に入りたいというふうに思います。 

 本日は、お手元の議題に沿って進行いたします。よろしくお願いします。 

 まず第１番目に獣医師法第22条の獣医師の届出状況等について、２番目に獣医療を提供

する体制の整備を図るための基本方針及び都道府県計画について、３番目に岩手県及び熊

本県における産業動物獣医療提供体制に関する調査概要について、事務局から説明を願い

たいと思います。 

 質疑応答につきましては、最後にまとめて受けたいと思いますので、よろしくお願いを

申し上げます。 

 それでは、事務局より説明を願いたいと思います。 
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○五十嵐課長補佐 それでは御説明させていただきます。資料１を御覧ください。獣医師

法第22条の獣医師の届出状況等についてでございます。 

 御存じのとおり獣医師法第22条におきまして、２年ごとに獣医師の方々に届け出ていた

だくということになってございまして、住所ですとか就職先等々提出していただいている

ところでございます。その取りまとめ結果というものになってございます。 

 令和２年12月時点のものを令和３年１月に提出いただいて、それが取りまとまったとい

う状況でございます。 

 １ページ目でございます。 

 まず、獣医師の活動分野ということで、左側がどのような分野で活動しているかという

ものになります。御存じのことかと思いますけれども、説明させていただきますと、産業

動物診療、まず１番目ですね。そして２番目としまして公務員分野ということで、農林水

産分野、公衆衛生分野、そのほかに環境省などでも獣医さん活躍されているところでござ

います。３番目としまして小動物診療、４番目としましてその他の分野というふうにまと

めさせていただいてございますが、製薬会社ですとか、若しくは海外技術協力などに従事

されている獣医さんというのがこちらの４番目の分類に入ってきます。そして最後に、獣

医事に従事しない者ということで、無職の方も含めまして、獣医事とは関係ない分野で活

躍されている獣医さんというのが、こちらの５番目ということになってございます。 

 右側が実際の数でございます。産業動物診療につきましては4,402名ということで、割

合にしますと、届出数のうちの約１割が産業動物診療ということになります。 

 次に、公務員分野でございますけれども、農林水産分野の獣医さんが3,405名、公衆衛

生分野の獣医さんが5,531名ということになってございます。先ほど申し上げたとおり、

公務員のその他の分野におきましては、環境省の獣医さんなどが入ってございます。 

 次に、小動物診療でございますけれども、こちらがこの分類におきましては一番多い数

になってございまして、16,203名ということで、割合にしますと４割が小動物診療の獣医

ということになってございます。 

 その他の分野につきましては5,832名ということで、割合にしますと14％ということで

ございます。 

 全体としましては、合計で40,251名届出があったという状況でございます。 

 次に、２ページ目御覧ください。 

 こちら左側が平成30年の届出、右側が一番最新の令和２年の届出というものになってご
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ざいます。こちらの男女比というのをそれぞれ示してございます。全ての分野で平成30年

から令和２年に比べますと、女性の比率というのが増加しているというのが特徴でござい

ます。特に公務員分野の公衆衛生等の分野が一番女性比率というのが多くなっておりまし

て、令和２年でいきますと、右側の表になりますけれども、女性比率45.2％ということで、

ほぼ半数の方が公衆衛生分野等の公務員については女性ということになってございます。 

 また、このページの一番右下でございますけれども、令和２年の全体の獣医さんの女性

比率33.3％ということで、ちょうど３人に１人の獣医が女性というような統計結果になっ

てございます。 

 続きまして、３ページ目御覧ください。 

 こちらが1986年から直近の令和２年までの届出のグラフにしたものでございます。ちょ

っとグラフが大分下の方の公務員等々はごちゃっとして分かりにくい部分があると思いま

すけれども、小動物診療につきましては、基本的にはずっと右肩上がりで増えているとい

うのが分かるかと思います。 

 そのほかには、この紫色の部分ですけれども、教員、民間会社等についても最近では少

し増加傾向にあるというところでございます。そのほかの分野につきましては、ほぼほぼ

横ばいで推移しているという状況でございます。 

 続きまして、４ページ目でございます。 

 こちらが届出状況につきまして、年代別にかつ男女別にグラフにしたものでございます。

ほとんどの分野で、女性が半分近く占めるような状況にございますけれども、特に20代に

おきましては、例えば公務員の農林水産分野20代ですと、女性の方が多くなってございま

す。公務員の公衆衛生等の分野につきましても20代、30代、40代と女性の方が多いという

ことになってございまして、分野と年代を見てみますと、女性の方が多いというような職

場、分野が増えてきているというような状況でございます。 

 また、大動物で体力的に不利な女性が就職しづらいという面もあるのかなと思いますが、

産業動物診療につきましても20代を見ていただきますと、ほぼほぼ半数が女性ということ

で、産業動物診療の分野におきましても、女性の割合というのが多いなというような統計

結果になってございます。 

 資料の５ページ、６ページにつきましては、都道府県別の獣医師の数等を示しておりま

すので、お時間のあるときに御覧いただければと思います。 

 次に、７ページ目、御覧ください。 
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 ７ページ目、こちらが獣医大学卒業生の進路ということで、男女別にこちらも分けてご

ざいます。こちら、全体としましても、この表の一番下になりますけれども、53％女性と

いうことで、卒業生についても女性が多いという状況でございます。これも大学院進学等

のその他の分野以外につきまして、ほぼほぼ女性の方が多いという状況でございます。特

に小動物診療につきましては58％が女性ということで、６割ぐらいが女性というような状

況でございます。 

 次に、最後のページになりますが、８ページ、御覧ください。 

 こちらが、今御説明した獣医大学卒業生の進路をグラフにしたものになります。こちら

もやはり一番人気は小動物診療という部分になります。こちらも下の方、表が少しごちゃ

っとして、すみません、分かりづらい部分があるかと思いますけれども、この部分につい

て簡単に御説明しますと、この直近の公務員獣医師が2020年と2021年と比べると、若干減

ってございます。 

 また、緑色の産業動物診療ですけれども、こちらにつきましても、ちょっとすみません、

グラフが分かりづらいですけれども、2017年を底にしまして、ここ６年間ほど、僅かでは

ありますけれども、産業動物診療の卒業生の進路先としての数というのは少しずつですが

増えているという状況でございます。 

 資料の１につきましては以上でございます。 

○砂原計画部会長 それでは、議事の２の獣医療を提供する体制の整備を図るための基本

方針及び都道府県計画について、さらには３番目の岩手県及び熊本県における産業動物獣

医療提供体制に関する調査概要について、まず事務局から法制度の概要等について、御説

明を願いたいと思います。 

○五十嵐課長補佐 それでは、現地調査結果の報告に先立ちまして、資料２によりまして、

制度の概要等を御説明させていただきたいと思います。 

 資料２の１ページ目、御覧ください。 

 こちらが、獣医療提供体制を図るための基本方針と都道府県計画の説明をする資料にな

ってございます。 

 獣医療法に基づいて国が基本方針というものを定めてございます。皆様方におかれまし

ては、先ほど郷課長の挨拶にあったとおり、８回の計画部会における審議を経まして、令

和２年５月に現行の基本方針というのが公表されたところでございます。この基本方針に

おかれました産業動物獣医師の確保、若しくは飼養衛生管理基準や防疫指導を実践する獣
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医師の育成、愛玩動物看護師との連携といったことが定められてございます。 

 この基本方針に基づきまして、都道府県におかれましては、都道府県計画を作ることが

できるということになってございます。この都道府県計画におかれましては、都道府県に

おける獣医療の実態把握、若しくは生産者のニーズ等を踏まえた計画というものを公表、

報告していただきまして、これらを踏まえて国・都道府県が連携し、獣医師や生産者等の

ニーズに応える獣医療を提供する体制を整備するということになってございます。 

 次に、２ページ目を御覧ください。 

 こちらが、基本方針と都道府県計画を踏まえて、実際に産業動物獣医師の育成・確保対

策、どのようなものがあるかというのを御説明させていただきます。 

 まず、一番上の枠組みですけれども、獣医学生の就業を誘導する地域への支援というこ

とで、具体的には産業動物獣医師を目指す獣医学生に対して、修学資金を給付するという

支援を行ってございます。上限で月額18万円を給付するというものでございまして、国と

それから就業予定先の例えば県庁等が半分ずつ負担をしまして、獣医学生に対して18万を

上限としまして支援するというような取組でございます。 

 ２番目でございます。獣医学生の臨床実習と獣医師の技術向上ということで、ＮＯＳＡ

Ｉの家畜診療所若しくは県の家畜保健衛生所等で実際の家畜衛生行政等で臨床実習を行う

際の支援ですとか、若しくは既に獣医さんになられた方に対して、管理獣医師育成のため

の長期研修といったようなことを支援してございます。 

 ３番目でございます。情報通信機器を活用した産業動物診療の効率化ということで、こ

ちらは離島ですとかの獣医療体制の効率化が求められる地域をモデルとしまして、情報通

信機器を用いた診療の試験的な導入というのを実施してございます。 

 最後に、産業動物診療施設資金貸付制度というのがございまして、こちらが日本政策金

融公庫というものがございます。この日本政策金融公庫におきまして、一般的な銀行より

も比較的安い金利で長期低利の資金を貸し付けるというようなことをやっているところで

ございます。 

 次に、３ページ目、御覧ください。 

 こちらが獣医療法に基づく都道府県計画の策定状況でございます。令和４年２月24日時

点で18道県が策定済みという状況でございます。今、各県で計画を作っていただいている

ところでございますが、今年度中には今予定ではございますけれども、40道県の都道府県

が策定予定というようなことになってございます。 
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 最後に、４ページ目でございます。 

 こちらが今策定済み18県と申し上げましたけれども、この18県における都道府県におけ

る産業動物獣医師の確保対策、どのようなものが記載されているかというのをまとめたも

のになってございます。 

 １番目が獣医学生が産業動物獣医師の意義や魅力について知るための取組。２番目が産

業動物分野への誘引を図るための取組、３番目が産業動物分野の労働環境の改善への取組、

４番目としまして、知識・経験を持った獣医師の活用促進への取組ということになってご

ざいます。 

 このうち、策定済みの18県全てに書かれているというのが、１の（１）番、インターン

シップですとか、若しくは２の（１）番、修学資金の給付、さらには３の（２）の①番、

処遇改善ということで職員の研修制度というようなものが、全ての県において確保対策と

して行われているということです。 

 その一方で、例えば１の（４）番、大学への講師派遣・実習協力は２県ということで、

こちらは大学の県内に獣医系大学があるかというようなことも関係してくるかと思います

けれども、その県にとって特徴的な取組というものが、例えばこの１の（４）ですとか、

若しくは３の（２）の処遇の③番、学位取得のための環境整備ですとか、若しくは一番最

後の４の（３）番に離職要因の調査・改善というようなことをやっている県もございます。 

 今後、先ほど年度内には40県程度が取りまとまるというふうに申し上げましたけれども、

都道府県計画のうち、それぞれユニークな取組につきましては、委員の皆様方に出張等の

機会を捉えて横展開等をしていければというふうに考えております。 

 資料２につきましては、以上でございます。 

○砂原計画部会長 それでは先へ進みたいと思います。 

 事務局から説明しました現状を踏まえまして、産業動物獣医師の確保対策に精力的に取

り組まれております岩手県及び熊本県におきまして、取組状況等を確認するために、２日

間現地調査を行っております。 

 岩手県には高橋委員と長田委員に御出張いただき、現地調査報告書を作成していただい

ております。また、熊本県には狩野委員と酒井委員に御出張いただいております。現地調

査の結果報告については、報告概要を高橋委員と酒井委員から報告していただいた後、も

う１人の委員の先生に追加コメントを頂きまして、何かあれば随行いたしました事務局か

ら補足説明をしていただきたいというふうに考えております。 
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 それではまず事務局から現地調査について御説明を願いたいと思います。 

○五十嵐課長補佐 それでは、改めて御説明させていただきます。 

 参考資料に獣医療基本方針を配付させていただいておりますが、この基本方針におきま

して、国及び都道府県は基本方針等の実現に資するため、取組状況の定期的な検証を行う

こととされております。このため、24年度より現地調査というものを行っておるところで

ございます。 

 第４次基本方針の策定以降では、今回初めての現地調査となりますけれども、第３次の

基本方針におかれましては、９道県、具体的には北海道、青森県、岩手県、山形県、群馬

県、広島県、高知県、長崎県、鹿児島県の取組状況というのを確認しまして、計画部会で

調査結果を御報告するとともに、今後の取組の参考としまして、都道府県に調査結果報告

書を情報提供しておるところでございます。 

 今回、第４次基本方針に基づいて、委員の先生方に岩手県及び熊本県を調査いただきま

したが、その理由としましては、両県とも畜産が主要な産業ですけれども、県内を地域別

に見てみますと、畜産農家や家畜の多い地域と少ない地域があるという中で、農業共済で

すとか個人診療の方など様々な方が産業動物診療を提供しているというように、我が国の

縮図のような県の一つでございます。その中で、両県がいち早く県計画というのを策定し

まして、獣医療提供体制整備に取り組まれておるという状況でございましたので、両県の

取組について委員の先生方により知っていただくことは国の基本方針のフォローアップに

寄与するということ。また、同様の課題を抱えている他県の参考にしていただけるだろう

ということから、今回調査先とさせていただいたところでございます。 

 事務局からは以上でございます。 

○砂原計画部会長 それでは、報告概要につきまして、まず、岩手県の現地調査を行って

いただきました高橋委員と長田委員に御報告をお願いしたいと思います。 

○高橋委員 御紹介いただきました高橋です。よろしくお願いしたいと思います。 

 今回、岩手県における獣医療計画の現地調査に長田委員と行ってきましたので、調査報

告をさせていただきたいと思います。 

 資料３をお願いしたいと思います。 

 岩手県において、岩手県庁、ＮＯＳＡＩ岩手、中央家畜保健衛生所、食肉処理加工施設

のある株式会社いわちくを訪問し、お話を頂きました。 

 資料の１ページを御覧ください。 
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 岩手県の畜産や県計画の概要をまとめております。岩手県の畜産における特徴といたし

ましては、牛、豚、鶏、それぞれの頭羽数が全国でも有数の県になっております。また他

方、他県に共通する点かもしれませんけれども、肉用牛と乳用牛につきましては１戸当た

りの飼養頭数が少なく、小規模農家が点在しており、全国でも低位の小規模県になってお

ります。 

 資料２ページを御覧ください。 

 岩手県と中央家畜保健衛生所でお話を伺った概要となっております。産業動物獣医師の

確保対策については、修学資金事業やインターンシップ等を活用し、学生のうちから積極

的に確保に努めるということをやっておられました。 

 また、岩手県は獣医系大学における地域枠を活用した産業動物獣医師確保にも取り組ん

でおられました。地元の高校への地域枠の周知や、関心を持った高校生のインターンシッ

プの受入れもされておりました。 

 この後、ＮＯＳＡＩ岩手に伺った際の概要を説明するときに詳しくお話はしますが、小

規模農家が広範囲に点在する湾岸部では、１回の診療にかかる診療時間が長く診療効率が

低いため、産業動物獣医師の負担となっております。このため、獣医師不足のほか、この

地域での獣医療体制をどうしていくかについて、自治体や関係機関、ＮＯＳＡＩ岩手と一

緒に考えているという現状でございます。 

 家畜衛生に関する業務を担当されている中央家畜保健衛生所ですが、これまで男女共用

だった更衣室や仮眠室について、女性専用の部屋を設けるなど、職場環境の改善に取り組

んでおられました。獣医師、職員の定員は充足しており、約４割が女性獣医師となってお

りました。 

 あとは、岩手県においても、豚熱のワクチン接種が行われており、これが業務負担とな

っているとのことでした。このため、定員増を要求するといった対策をしているそうでご

ざいます。 

 資料の３ページ目を御覧ください。 

 産業動物診療提供体制を中心に、ＮＯＳＡＩ岩手から伺ったお話の概要でございます。

ＮＯＳＡＩ岩手では、９診療所で県全体をカバーをしております。ただ、現状のところで

も書いておりますが、湾岸部にある宮古家畜診療所は現在休止状態となっております。先

ほど申し上げましたが、湾岸部は小規模農家が広範囲に点在しているため、診療効率が悪

く、家畜共済の共済制度の改正もあり、家畜診療所は赤字続きとなっております。診療料
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金の引上げ等、経営改善を図っているところですが、令和２年４月以降、多数の獣医さん

が退職しているという現状でした。このため、ＮＯＳＡＩ岩手では、特に診療効率の低い

地域で、診療業務を中止していく予定となっているそうでございます。 

 また、長距離移動をして診療をすることが業務負担となっておりますが、情報通信機器

を活用して遠隔で診療が行えることができれば、診療が効率的に行われることになり、こ

のため、地域の獣医療体制を整備していく上で、遠隔診療に期待を寄せられているようで

した。 

 最後に、資料３ページ目の下段を御覧ください。 

 現地調査の最後に食肉処理加工施設を有する株式会社いわちくを訪問し、お話を伺うこ

とができました。今回は豚の食肉処理加工施設について、と殺されてから枝肉に加工され

るまでの施設を見学させていただきました。 

 2020年に新しい処理加工施設を新築しており、処理頭数が増加するとともに、海外への

輸出にも対応できるよう、食品安全に関する国際的な承認規格に対応しているそうでござ

います。すばらしい施設でございました。国内における安全な豚肉生産を支えておりまし

た。 

 以上、私からは雑駁ではございますが、簡単な説明とさせていただきます。 

○長田委員 それでは、長田の方から簡単に感想を申し上げさせていただきます。 

 私自身は獣医師ではございませんので、獣医療の提供の受け手側、またそれから生産さ

れた畜産物を消費する消費者の目線で現地調査に参加させていただきました。 

 岩手県の現地調査については、十分高橋委員から御説明がありましたとおりですけれど

も、事務局からも御説明ありましたし、高橋委員からの御言及もありましたように、獣医

師全体に占める女性獣医師の割合が、平成30年度と比べて1.7％増加しております。岩手

県の中央家畜保健衛生所でも先ほども御紹介ありましたが、更衣室を男女別にするなど、

必要な職場環境の改善が進められておりましたけれども、今後はこれに加えて、獣医療提

供体制を整備していく上では、女性獣医師の活躍をより後押ししていくことも重要なので

はないかというふうに感じました。 

 また、最後に伺った株式会社いわちくさんなんですが、施設内が大変清潔に保たれてい

て、最新式を利用した食肉処理は安全性の高い食肉生産に貢献しているという印象を受け

ました。女性もたくさん働いておられました。食肉処理加工施設は消費者の立場ではなか

なか見る機会のない施設だったので、見学させていただいたのは本当に貴重な機会となり
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ました。 

 簡単ですが、私からは以上でございます。ありがとうございます。 

○砂原計画部会長 ありがとうございました。 

 続きまして、熊本県の現地調査を行っていただきました酒井委員に報告をお願いしたい

と思います。 

○酒井臨時委員 ただいま御指名いただきました酒井でございます。 

 マイクの方はいかがでしょうか。大丈夫でしょうか。 

○事務局 聞こえております。ありがとうございます。 

○酒井臨時委員 それでは、熊本県での調査結果を御報告させていただきます。 

 資料４を御覧ください。 

 熊本県では、中央家保とＮＯＳＡＩ熊本、そして養豚農場を経営する農家の方と、さら

にはその診療獣医師の先生方からお話を頂戴いたしました。 

 資料の１枚目を御覧ください。 

 熊本県の畜産や計画の概要が記されております。熊本県の特徴と申しますと、乳用牛の

飼養頭数が西日本一であり、また肉用牛、豚の飼養頭数も多く、畜産が盛んな県と言える

と思います。中でも、畜産地帯は県の北部、家畜保健所のある場所でいいますと、城北家

畜保健衛生所、それから阿蘇家畜保健衛生所に集中しているという特徴がございます。 

 また、就業体制として、個人開業中心の先生が非常に多く、９割を占めるというのが熊

本県の大きな特徴でございます。 

 それでは、資料の２枚目に目を移していただきたいと思います。 

 獣医療提供体制のうち、家畜衛生部門を中心に中央家保でお話を伺っております。どの

県も類似の状況とは思いますが、再任用や嘱託の獣医師の方々の協力を頂き、人数を確保

している状況にございました。 

 また、かねてから産業動物診療のうち、肉用牛の繁殖検診は中央家保が主体となって実

施されており、診療獣医師との役割分担がしっかりなされているという状況にありました。

産業動物獣医師の確保対策として、国の修学資金の利用と同時に、獣医学生の研修を積極

的に受けたりもしておられました。しかし、県内出身者の獣医系大学への進学数が少ない

とのことで、小中学校の生徒さんに対する産業動物獣医師の職業紹介なども検討されてお

られます。 

 さらには、未就業獣医師を把握するために、先ほど御紹介にあった獣医師法第22条の届
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出情報を有効に活用しながら、それらの方々に対し熊本県の魅力の発信に努力されておら

れました。 

 熊本県の面白い取組として御紹介したいのは、県の独自予算で自主企画研修というもの

がございました。獣医師のスキルアップやキャリア形成に寄与するため、研修目的、研修

先、研修内容など、申請のためのプレゼン資料を全て自分で作成されて、審査会で発表し、

その対象者が決定されるそうです。これにより、職員の希望するスキルやキャリアを育て

ることと同時に、また人事側もその能力を把握し、活用することができるウィン・ウィン

の制度として推進しておられております。 

 また、施設面につきましても、県内５家保ともに、建物を計画的に整備したり、いろい

ろ自然災害もございましたが、それらの危機管理時に即応できるようなコンパクトな防疫

資材を用意されており、小まめに防疫演習を実施しているという状況も見てまいりました。 

 このようにたくさんの業務をこなしているわけでございますが、最近伝染病関係で、飼

養衛生管理基準が新たになるなど、その指導に対する業務などもかなりたくさんの形で加

わってきて、獣医師の負担が増えてきているというようなこともお聞きしてまいりました。 

 資料の３枚目を御覧ください。 

 産業動物獣医療の提供体制を中心に、ＮＯＳＡＩ熊本からお話を伺っています。先ほど

申し上げましたとおり、県内の診療体制は多くが個人開業獣医師の方々です。そういった

中、ＮＯＳＡＩ熊本では、農家の多い菊池と１日の往診距離が150キロにもなる遠隔地診

療の多い本所の２診療所で診療を実施していらっしゃいました。 

 修学資金を活用して若い獣医師を確保し、新人研修はＮＯＳＡＩ宮崎にお願いしたり、

さらに産休明けの女性獣医師が継続的に勤務できるようにするなど、内勤扱いにするなど

の対応を取り、継続したスキルアップが可能な職場環境の整備に努められておられました。 

 診療面につきましては、なかなか人手不足で手が回らないとはおっしゃっておられまし

たが、遠隔地の多い本所では、現在国レベルで検討が加えられております遠隔診療体制整

備に強く期待しつつ、農家の多い菊池では生産獣医療の実施体制の構築、先端獣医療のた

めの診療設備の充実など、多くの課題について解決のための検討を始める予定だというこ

とでございました。 

 生産獣医療の関係では、私がＮＯＳＡＩ山形に勤めておりました頃、損害防止事業専門

の獣医師を配置していたことや、農場ＨＡＣＣＰや畜産ＧＡＰの審査員となるための研修

を獣医師が受講することは有効であるといったことをお伝えしてまいりました。 
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 なお、個人開業の先生方の高齢化に伴って、ＮＯＳＡＩ診療獣医師の負担がかかってき

ている状況にございます。現在、あるいは将来あるべき獣医療の体制整備について、地域

行政と関係者の協力や調整にも期待しているということでございました。 

 最後に、資料の４枚目を御覧いただきたいと思います。 

 残念ながら、農場には防疫の関係で入ることができませんでしたが、養豚場の入り口で

お話を伺うことができました。また、この農場に出入りして指導なさっていらっしゃる産

業動物診療獣医師の先生にもお話を伺うことができました。 

 診療獣医師の業務をお聞きいたしますと、年間定額契約のもとで、原則月１回の定期訪

問診療と、必要に応じて携帯電話の画像を共有して、例えば配合に関する所見を伝えたり、

その他の相談や診療を行っているとのことでございました。 

 熊本県での視察の内容については以上になりますが、獣医療提供体制といいますと、つ

い獣医師の人数や確保の話ばかりになってしまいがちです。熊本県におかれましては、獣

医師がどういう役割分担で、どんな獣医療を提供するのか、どうその質を向上していくの

か、必要な施設、設備は何か、こういった点に留意しながら、県計画に取り組みつつある

という印象を強く受けてまいりました。 

 熊本県の獣医療体制の充実による、畜産のますますの発展を期待したいと思います。 

 以上でございます。 

○砂原計画部会長 続きまして、狩野委員からも報告をお願いしたいと思います。 

○狩野臨時委員 マイクの状態は大丈夫でしょうか。 

○事務局 聞こえております。 

○狩野臨時委員 ありがとうございます。 

 御紹介いただきました北海道中央農業共済組合の狩野と申します。よろしくお願いいた

します。 

 本日ウェブでの参加ではございますけれども、委員を拝命しまして初の計画部会でござ

いまして、先ほどの視察もそうですが、慣れないことばかりですが、いろいろ私自身も勉

強させてもらいながら参加させていただいております。 

 女性の産業動物獣医師としては創成期の、本当に御苦労された先生方の背中を追いかけ

る形での私ども第２世代ということになりますけれども、さらに先ほどの御説明にもあり

ましたように、後の世代、今若い人たちがとても女性が多いという状況があるということ

はイメージどおりでありまして、産業動物獣医師としての立場だけではなく、女性として
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の立場をいかした発言等ができていけばなというふうに考えております。 

 さて、国の基本方針を策定いたしましたときに、私は委員ではなかったこともございま

して、熊本への調査の際は皆さんの御意見を伺いつつ、自分の実体験や北海道中央農業共

済組合での取組を、現地で御対応いただいた方々に共有するというようなことをさせてい

ただきました。 

 その内容といたしましては、例えば熊本ＮＯＳＡＩをお伺いしたときに、そちらと同様

にこちらでも産業動物獣医師の確保の問題ですとか、農家の点在化、非効率ということが

とても問題になっておりまして、うちの組合でいろいろその対策を考え、自助努力もして

いるといったことを少し説明させていただきました。 

 その一例としましては、農家の皆さんに理解を頂きながら、獣医師確保対策のための追

加料金をカルテ１枚につき20円というような料金設定をしまして、農家の皆様にも御協力

いただくような、そういった自助努力を今しているところでございます。こういったこと

を共有させていただきました。 

 また、現地では宮崎ＮＯＳＡＩの取組などで話題になりました生産獣医療ですとか、管

理獣医療などということも先ほど酒井委員からも御説明ありましたけれども、そういった

お話を伺うことで、私も大変勉強になりまして、今後はそういった部門でＮＯＳＡＩとし

ても考えていかなければならないところだなということは重々承知しておりますし、今後

にいかしていきたいなと思っております。 

 先ほどから岩手の例でも御説明ありましたけれども、農家が点在しているというような、

物理的な非効率というのがあちらこちらであると思いますけれども、遠隔診療につきまし

ても、これからは必要なことだなというふうに思ってはおりますけれども、ただ、その効

果としては限定的なところは否めないなというふうに思いまして、実際に牛を診ることが

できない、又は授精業務ですが、妊鑑（繁殖検診）業務等できないことというのはたくさ

んありまして、そういったところを課題といいますか、ハードルはあるんですけれども、

こういったものを活用しながら進めていくようになればよろしいなというふうに考えてお

ります。 

 蛇足になりますけれども、私は本州出身でございまして、就職してからはずっと道内に

おるんですけれども、熊本県で竹林を経験したり、熊本では伝統の二期作というものが行

われていたりしたので驚きました。こういったことも知見を広げることとしては大変有用

でございまして、いろいろ勉強させていただきました。これからも微力ではございますけ
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れども、一ＮＯＳＡＩ獣医師として、こういったところで御発言の機会、あるいは勉強の

機会を与えていただければなというふうに思って、鼓舞していきたいと思っております。 

 以上でございます。ありがとうございます。 

○砂原計画部会長 ありがとうございました。 

 それでは最初に、岩手県の現地調査に同行されました門脇係長から補足説明、あるいは

コメント等があれば伺いたいと思います。 

○門脇係長 事務局の門脇と申します。よろしくお願いします。 

 今回、高橋委員と長田委員の岩手県現地調査に同行する機会を頂きました。そこで、岩

手県の獣医療提供体制について勉強させていただく機会を得ました。 

 高橋委員から診療効率が低い地域での獣医療提供体制の現状について御説明ございまし

た。こうした地域で獣医療提供体制をどのように維持していくかということについては、

他県でも共通した課題かと思いますけれども、こうした地域での遠隔診療の積極的な活用

というものが、診療体制の整備において有用になっていくのではないかというふうに感じ

たところです。 

 また、長田委員からも女性獣医師の活躍についてコメントがございました。岩手県でも

中央家畜保健衛生所とＮＯＳＡＩ共に、女性獣医師が全体の約４割を占めており、獣医学

生の方を見ましても約半数は女性であるということもあって、今後も女性獣医師が増える

ということが見込まれます。このため、女性に寄り添った職場環境の改善ということが必

要になっていくかと思います。その方法の一つとして、先ほど申し上げた遠隔診療という

のが、働く時間に制限のある獣医師にとっても取り組みやすいものであって、今後復職し

やすい職場環境の整備というものに貢献していくんではないかなというふうに感じたとこ

ろです。 

 簡単ですけれども、私からは以上です。 

○砂原計画部会長 続きまして、熊本県の現地調査に同行されました白川係長より補足説

明、あるいはコメント等があったらお願いをしたいと思います。 

○白川係長 ただいま御紹介にあずかりました、畜水産安全管理課の白川と申します。 

 私、獣医療分野とも関係がございます薬剤耐性の担当をしておりますが、今回、酒井委

員、狩野委員と同行いたしまして、熊本県の獣医療提供体制について勉強させていただき

ました。 

 安定的に獣医療体制を提供するためには、獣医師の確保だけでなく、業務方法の見直し



 16 

についても必要だと認識しておりまして、先ほど酒井委員がおっしゃっておりました遠隔

診療だったり、あと生産獣医療の提供なども効果的なものになると認識しております。 

 また、休日手数料で獣医師の処遇改善を図ることや、先ほど狩野委員からも御説明があ

りましたように獣医師確保対策金として１カルテ20円を一律生産者から頂くことなど、少

しの工夫だったり生産者の理解で環境は変わってくるのではないのかと、そう感じた次第

でございます。 

 それに関連しまして、現在、私どもは飼養衛生管理情報共有システムといったシステム

構築に携わっておりまして、このシステムについては、現場の生産者だったりとか、家保、

食検、それから獣医師等が保有している様々なお宝情報を分析、整理しまして、関係者間

で共有、活用して、現場の関係者の業務を充実させることを目標に検討しているところで

ございます。 

 こうしたＩＴの活用も検討することで、包括的に獣医療提供体制の向上に向き合えたら

と考えております。 

 引き続き委員の皆様におかれましては、御指導のほど何とぞよろしくお願いいたします。 

○砂原計画部会長 ありがとうございました。 

 それでは岩手県及び熊本県の産業動物獣医師の確保対策の現状、委員による提言は他県

にも参考になると思います。事務局におきましては、当県の現地調査報告書を全国の都道

府県に情報提供するとともに、令和12年度の目標達成に向けた積極的な取組を推進するよ

う御指導願いたいと思います。 

 また、当部会といたしましても、基本方針や県計画の実現に資するため、引き続き定期

的な検証、関係者に対する助言、指導に努めることとしますので、委員各位におかれまし

ては、今後ともよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

 それでは、これまでの議題につきまして、御意見、御質問等がございましたらお伺いを

したいと思います。何か御意見等ございますでしょうか。 

○水谷会長 すみません、水谷です。 

 すごく興味あるお話ありがとうございました。 

 それで、まず22条について、今更ながらちょっと御質問させていただきたいんですけれ

ども、そもそも目的は、農水省が獣医師、現役で働いている、働いていないとかというこ

とも含めて、どれぐらい各都道府県にいらっしゃるかということを把握するということ。

それから、例えば口蹄疫とかの有事のときに動員をどうかけるかというようなことじゃな
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いかなと理解していたんですけれども、それでよろしいんですか。そのほかにもっとある

んですか。 

○五十嵐課長補佐 事務局でございます。すみません、農林水産省畜水産安全管理課の五

十嵐でございます。 

 今、御質問の件につきまして、22条の届出ということで、獣医師の基本的な情報を把握

するということで、氏名ですとか住所等々を届け出ていただくということになりますけれ

ども、その適切な獣医療を提供するためにそういった情報を収集しているということで、

あとは今水谷委員から御質問のあった特定の家畜の病気が発生したときに、獣医さんに協

力を頂くというようなときにも、そういった情報については活用させていただいていると

いうような状況でございます。 

○水谷会長 ありがとうございます。 

 そうすると、先ほど熊本県の方で人が足りない。それでまだ就職を今されていない獣医

師の方で登録されている方を、この22条を利用して積極的にリクルートされたいというよ

うなことだったと思うんですけれども、そういうようなことって活用できるんですか。個

人情報のこともあると思うんですけれども。 

○五十嵐課長補佐 御質問ありがとうございます。 

 今、正に22条の届出の様式について改正できないかということを検討を開始していると

ころでございます。今、22条の届出の様式につきましては、メールアドレス等の記載がな

いところでございます。ですので、なかなかこれだけいろいろな情報通信手段が発達して

いる中で、メールアドレスというのが使えないというのは、なかなか不便だということも

ございまして、そういったことを届出の情報の中に一つ加えて、今の水谷委員から御提案

のあったようなことにこの22条の届出の情報について利用できないかというようなことの

検討を開始しているという状況でございます。 

○水谷会長 近い将来使えるようになるかもしれないということですね。すごくいいこと

だと思いますので、是非推進していただきたいと思います。 

○砂原計画部会長 ほかに御質問等ございませんでしょうか。 

○板垣計画部会長代理 群馬県の板垣です。 

 部会長代理ということで全然やっていないんですけれども、先ほど水谷会長がおっしゃ

られた、口蹄疫が何もやっていない獣医さんがやるというのはなかなか難しいというのが

現状なのかなと思っています。かなり感染が強く慎重な扱いが必要ということがあって、
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ある程度知識がない者がやるというのは、結構厳しいのかなと思っています。 

 ちょっとそれとは別なんですが、まず、事務局の方に聞きたいんですが、産業動物診療

施設資金貸付制度、これはどのような実績になっているかというのがまず１点。 

 あと私、家保の所長をしていて、獣医療をちょっと怠っているのかもしれないんですけ

れども、遠隔診療の実態。やはり人が足りなければデジタルを使うというのが今現状だと

思います。どういうような、ちょっとイメージがつかないんですが、遠隔診療と言ったら、  

こうやって手でこうやったやつが向こうでこう獣医師の手の動きを遠隔にある機械が再現

するというものではないんだと思うんですが、具体的な遠隔診療又は積極的な活用という

のはどういうものか、具体的にちょっと教えていただければと思います。その２点よろし

くお願いします。 

○五十嵐課長補佐 御質問ありがとうございます。 

 まず１点目でございます。産業動物診療施設資金貸付制度というものでございますけれ

ども、実績については、毎年数件というような程度でございます。ただ、１件１件は当然

産業動物診療施設ということですので、金額についてはそれなりの金額という状況でござ

います。 

 それから２点目につきまして、遠隔診療ということでございますけれども、遠隔診療は

例えば電話での問診ですとか、若しくはメールでの農場主とのやり取りですとか、スマー

トフォンで動画若しくは写真をやり取りをするといったようなものも遠隔診療の中に含ま

れておるというふうに考えてございまして、ですので、委員おっしゃったようなスマート

グラスをかけて遠隔からその手術をとか、そういったものも今後普及していくかもしれま

せんけれども、現時点におきましては、そういったものも含めてですけれども、もっと古

典的なといいますか、対面以外のものが基本的にファックスですとか電話ですとか、そう

いうものの手法も含めて遠隔診療というふうに考えてございます。 

 ですので、例えば検体を送付して診療するというのも遠隔診療の一部というふうに捉え

てございます。 

 すみません、追加で補足させていただきます。今申し上げた資金の融資実績でございま

すが、直近ですと令和２年度の融資実績が７件ということで、106,100,000円というのが

実績でございます。直近ですと今７件と申し上げましたが、令和元年度ですと５件、平成

30年度、29年度でしたら２件というようなことでして、年間数件、金額にしますと１億円

程度というものになります。 
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 以上になります。 

○板垣計画部会長代理 どうもありがとうございます。すみません。 

○砂原計画部会長 ほかにございませんか。ございませんかね。 

 御意見ないようでございますので、次の議題に移って差し支えないでしょうか。ありが

とうございます。 

 それでは最後に、議事の４、その他として、本日の議事の公開について御審議を頂きた

いと思います。本日の議事録の公開の取扱いについて、事務局より説明を願いたいと思い

ます。 

○五十嵐課長補佐 それでは御説明させていただきます。 

 平成７年の第３回総会の決定事項としまして、獣医事審議会は、獣医師国家試験の実施

及び獣医師に係る処分に関する事項等について審議を行うため、議事等を公開した場合に

は個人のプライバシーを侵すおそれがあること、また、特定の者に不当な利益や不利益を

もたらすほか、各委員の率直な意見の反映を侵害するおそれ等があることから、議事及び

議事録は非公開とし、議事要旨の公開の有無については、総会・審議会及び各部会におい

て審議内容に応じ、その都度決議を行うこととしているということとされております。 

 本日の審議内容につきましては、都道府県計画の取組状況に係る現地調査の結果報告等

に関するものであるため、本日の議事録については資料とともに農林水産省のホームペー

ジに掲載させていただきたいと考えてございます。 

 事務局からは以上でございます。 

○砂原計画部会長 ただいま事務局から、議事録を公開するという説明がございました。

何か御意見等ございますでしょうか。 

 御承認を頂いたということで、事務局案どおり決定をいたします。計画部会の議事録を

公開することといたします。 

 事務局からほかに何かございますでしょうか。 

○五十嵐課長補佐 特に追加でございません。ありがとうございます。 

○砂原計画部会長 ありがとうございました。 

 以上をもちまして、令和３年度獣医事審議会第１回計画部会を閉会とさせていただきま

す。 

 本日は大変お忙しい中にもかかわらず御出席を頂きまして本当にありがとうございまし

た。 
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 どうも御協力ありがとうございました。 

午後５時２１分 閉会 


